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業 務 状 況 説 明 書

（令和２年４月１日～令和２年９月３０日）

１ 事業の概要

令和２年度上半期の有収水量（見込み）は８１９，２０６㎥となり、令和元年度の下

半期と比較すると２０，９３０㎥増加する見込みです。また、令和元年度の上半期と比

較すると、２６，６０４㎥の増加となる見込みです。

令和２年９月３０日現在の水洗化人口（見込み）は１７，６７９人で、令和２年３月

３１日現在と比較すると３５人減少し、令和元年９月３０日現在と比較すると１４０人

減少する見込みです。

２ 経理の状況

(１) 収益的収入及び支出の経理の状況

令和２年度上半期の収益的収入の調定済額は３２４，８７８，２４２円で、予算現

額に対する執行率は４１．０％です。また、長期前受金戻入を除いた場合の予算現額

に対する執行率は、６３．８％になります。

令和２年度上半期の収益的支出の支出負担行為済額は１３９，２６０，０４４円で、

予算現額に対する執行率は１８．０％です。また、減価償却費を除いた場合の予算現

額に対する執行率は、４０．９％になります。

(２) 資本的収入及び支出の経理の状況

令和２年度上半期の資本的収入の調定済額は８，５５４，２３３円で、予算現額に

対する執行率は４．２％です。

令和２年度上半期の資本的支出の支出負担行為済額は１８１，０３３，２７１円で、

予算現額に対する執行率は３９．６％です。

３ 令和元年度の決算の状況

令和元年度の下水道事業特別会計の歳入決算額は８２１，７５５，０８２円、歳出決

算額は７７８，５７０，４０２円で、歳入決算額から歳出決算額を差し引いた形式収支

は４３，１８４，６８０円の黒字になり、ここから翌年度に繰り越すべき財源１，５０

０，０００円を差し引いた実質収支は４１，６８４，６８０円の黒字になりました。

なお、令和２年度から下水道事業に地方公営企業法の財務規定等を適用するため、令

和元年度の下水道事業特別会計は打切り決算を実施し、形式収支の４３，１８４，６８

０円は、地方公営企業法の規定により設置した下水道事業会計に引き継ぎました。

(１) 下水道使用料の状況
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令和元年度の年間有収水量は１，５８７千㎥で、平成３０年度と比較すると４０千

㎥減少しました。

また、下水道使用料の収入額は２１７，４２８，５３０円となり、平成３０年度と

比較すると２７，６７０，２００円の減額となりましたが、これは、年間有収水量が

減少したことによるほか、令和２年度から下水道事業に地方公営企業法の財務規定等

を適用するに当たって打切り決算を実施したことが影響しています。

(２) 主な建設改良工事等の状況

・ 汚水枝線整備工事

汚水管きょを０．３㎞布設し、その結果、汚水管きょの総延長は、１０７．６㎞

になりました。

・ 大池調整池整備工事

文違地先に設置した大池調整池の整備工事を行い、大池排水区の浸水被害の防止

を図りました。

・ 公共下水道ストックマネジメント計画の策定

将来の下水道施設の老朽化に備えるため、下水道施設を効率よく改修するための

ストックマネジメント計画を策定しました。


